
熊本県文化財調査報告第２２１集

城の鼻横穴群
古城単県急傾斜地崩壊対策工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告一

２００４年３月

熊本県教育委員会



ヂ
ロ
●
●４

銀

城の鼻横穴群
下益城郡城南町大字隈庄字古城に所存する古墳群及び中世城跡の調査

●

÷

･城の鼻横穴群

ｐＺｈ,Jｗｐ

熊本県文化財調査報告第２２１集

〃

２００４年３月

’､猫Ｉ

熊本県教育委員会



序 文

熊本県は、阿蘇山、天草をはじめ豊かな自然が数多く浅さ枚ており、

雄大な景観が見られるほか、歴史的にも数多くの文化遺産が残されて

います。琉の鼻横穴群が所在する宇域地方にも、古墳をはじめ数多く

の遺跡が残されています。これらを守り、後世に戎していくためには、

県民の方々の文化財に対する深い御理解と御協力をいただかなけ牧ぱ

なりません。

本書は、熊本県土木部による古域単県急傾斜地崩壊対策エ事に先行

して実施した古墳時代の城の鼻横穴群の発掘調査報告書です。当遺跡

が所在する域の鼻丘陵にはこのほか箱式石棺を埋葬主体とする域の鼻

古墳群や戦国期の隈庄域跡が所在し、調査の結果、箱式石棺や井戸跡、

堀勿などの関連遺構が確認されました。今回の調査はその実態も把握

できたという点では貴重な調査となりました。

この報告書が、宇城地方の歴史を語るうえで重要な資料となり、皆

様方の文化財に対する御理解の一助にな牧ぱ幸いです。

最後に、調査の円滑な実施に御理解と御協力をいただきました地元

の方々並びに関係諸機関に対して厚く御礼申し上げます。

平成１６年３月３１日

熊本県教育長田中力男
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本bO}は熊本県下益城郡城南町大字隈唯字古城に所在する城の鼻横穴群の発掘

調在報告i０$である。

調在は古城Ili県急傾斜地崩壊対莱工pIiに伴う事前調企として、熊本ＩＩＬ土木部

砂防課の依細を受け、熊本ﾘ,↓牧禰庁文化課が実施した。調在川Iﾊlは､ド成10年

11127日から､I里成10年２月９Ⅱ（鋪1次0淵在）と､12成10年l2jllOH～平成１１

年21126Ⅱ（第２次綱在）の2次にわたって其施した。

現地調在に側する実測及び写真機影はｉ２に,淵査典で行い、「埋蔵文化財サポー

トシステム熊本支Ａｌｉ」の補助があった。

親告書の作成については、平成15年度に熊本県ｉｆ装飾古峨館分館「歴史公同

鞠評城・温故別生館」において実施した。

遺物の実測は矢野裕介（歴史公l尚l鞠智城・柵故削生館）が行い、遺柵・辿物

の製図（トレース）は川上寧子、徳永禰子、菊川直美、背木絵美が行った。

辿物の’1j:真搬影は矢野が帆当し、池'11朋４ｋ（熊本ﾘI↓立装飾古墳館）中111韮

(雁史公刷鞠符城・温故刺生館）の補助があった。

本b0$の執筆は矢野が行った。

本‘Iの細集は歴史公園鞠智城・温故刺生館で行い、矢野が仙当した。
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凡 例

遺跡名については、熊本県発行辿跡地図記1IiItの橘称を適用した。

過柵番サは、別に関係なく、連稀を付した。

現地での図､iの縮尺は、過柵配iivt図をl/100,13号堀切の土屑断面図を1/50,

93)櫛穴蕊出ｔ辿物の検出状況、１５珊箱式石械の平・断而図、１６牙土峨の

､ド・断而図を1/10、その他は1/20とした。

辿櫛実測図及び週櫛配枇図の方位はすべて!EI土座標における離標北（Ｇ、Ｎ）

を脂す。

褐'股遺物の締尺は、銅銭拓彫を群倍、Ｉｉ類を1/2、その他を1/3とした。

遺物写典の縮尺は、須忠器、背磁、染(､l、lliI:丸瓦を約1/2、銅銭、鉄剣、１§類

を約3/４，土師器、瓦r〔土器、刺;平瓦、貝、９号横穴焔出土鉄製品を約1/3と

した。
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第Ｉ章調査の概要

第１節調査に至る経緯及びその組織

１調査に至る経緯

下益城邪城南町大字隈庄字古城に所在する城の脚庇陵において、県上木部による災'‘ｉｆ復111及び保全処iivf

を目的とした「古城単県急傾斜地崩壊対策１群」により庇陵西雌而に防鋤壁を股髄することとなった。

当該工qlFに係るlf陵雌面には古くから古墳時代の城の脚横穴群が開l’し、現在、城の鼻公園として整備

されている丘陵上面には繍式石椛をjjl1葬主体とする城の胤古噛群が所在した。このほか、戦lIil期の城郭

｢隈庄城」の本丸跡（隈庄城跡）でもあり、いずれも''１１史跡として指定されていた。

このように周知の埋蔵文化財包蔵地であったため、県上水部の依頼を受けた文化課は、IIll教育委此会と

も十分に協議を重ねた上で発掘訓在を災施することとなった。Ｉ淵査は、yi該I:』Ifの工期の関係11、平成９年

度（平成10年１月27日～２月９日）と平成10年度（平成10年12月10日～平成11年２月26日）の2次に分け

て実施した。

２調査の組織

平成9年度

調飛主体

調査責任肴

調査総括

調査聯務局

闘在担刈

調代協力

平成１０年度

捌査主体

,淵森戊任粁

渦恋総括

,淵査，lf務局

,淵森担』１１

‘淵炎協〃

熊本県教育委貝会

豊川貞二（文化課腿）

丸11l秀人（教育審縦員・課腿補佐）

島津鑑ⅡＨ（主鮮・文化1M調従第２係長）

石原昭宏（課艮補佐）

江尻靖子（総務係腿）

岸本誠司（主'卿

川口久夫（主'脚

安進武敏（嘱托）

浦H1純一（城'何町敬育委員会）

熊本県教育委貝会

豊川貞二（文化課腿）

烏津義昭（課１と補佐）

伊灘野僻（‘靴長補佐）

小斉久代（総務係脚

雌本餓司（主‘li）

川ｕ久夫（主'1#）

矢野裕介（学撲貝）

安述武敏（嘱舵）

浦川純一（城南町放育委貝会）

－１－
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第１図城の鼻丘陵周辺図

第２節調査の方法とその経過

１調査の方法

１）調査対象

前節で述べたとおり、発掘i淵査は平成9年度（第１次)、平成10年度（第２次）と２次に分けて実施した。

調在対象は、防謹雌の投置という工事の性格上、工蛎の及ぶ丘陵雌面に限定された。第１次綱査では丘陵北

西の屈'ＩＩＩ部周辺崖而（以後、Ｉ区という｡)、第２次閥査ではそれに述続する丘陵西雌面（以後、Ⅱ区という｡）
を綱査対象とした。（第２図）

２）Ｉ区の調査

Ｉ区においては、調在以前から州口していた３盤の横穴墓（1号、２号、３号）のi淵査を実施した。３韮とも

後lMの雌而造成により天井部から玄室liii方にかけての欠損が勝しく、特に２斗横穴墓については奥屍床部の
みの残存であった。

各遺柵の掘削等は人力により、掘削に当たっては遺物の有無に注意を払った。捌削した土砂については、

過物及び骨片の抽出を目的とした水洗いによる選別作業を実施した。なお、唯一遺物の出土があった１号横

穴蕊については、遺物の出土地点を記録した。

－２－
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深さ5ｍ燭までlliり進めたが、過ｌＩｌＩ内が狭小な空lHlとなり肋蒋の危険が'1｛じたため伽削を111止した。

第２図調杏区位需図

延雲』
零｡害唾誓響墜錘謹
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３）Ⅱ区の調査

１１Ｋにおいては、ルＷｆ以前からHIlしていた４jlK（‘l)ナー７)｝）の桃ｿ<蕊と新たに検出された棚穴堆‘ｌｊ,！

(８号～１１)))、’'''1tのＩ竪坑（１２)｝）・jlM切（１３)ﾉ･）・不Iﾘ1辿椛（１４)｝）各ｌ雌、IIi戦時代の禰式ｲi棺（１５

)ﾅ）．ｔ城（１６り･）各ｌ坐の1淵在を実施した。

当初、枇穴蕊のＩ淵従については|iii荷の既|ﾙ111の枇穴のIiM礎で終I'する)う定であったが、炎上を剥いだ段階

で､Li該雌1m及びl:部の緩斜Iiiil1において折たな逆ｌｌｌｆを脈i』したため、１.唯な辿僻検'''1作災を火施した。併辿

|{'fのMII削等は人ﾉJにより、Ｉ区lIil様に俄穴雌の川上については送別作業を実施して辿物嫌の採取に仙砿をjUl

した。また、９矛及び'５矛の測搾辿物については川上地点を肥録した。なお、１２))I経坑の掘削については、

Ｆ
〆
』
Ｆ
ｈ
Ｌ



２調査の経過

１）第１次調査

第１次訓在は平成10年111271|から２月９Ｈまでの期lHlで災施した。111271｣にＩ淵査ili1術、２８日から１蹄横

穴墓より本格的な掘削をI州始し、2911、奥舵床部から禰玉11Mを検出した。その後、２蹄、３)｝と順次掘削し、

併せて各巡構の遺構実測、写真搬影を行った。２月511に週柵配ijMfのための､I&板測1,tを行い、６日の３珊横穴

堆の’'j:真搬影で現場作業を終えた。911に埋上の水洗いによる選別作業を実施し、‘淵在を終了した。

２）第２次調査

第２次訓在は平成10年12111011から平成11年2112611までのlUllNlで‘災施した｡本格的な調従のIiijに、調炎

箇所に繁茂した峨木の除草、伐採作業を実施した。１４Ⅱより既開LIの4蜂の横穴蝋(4);～７略）の掘削及び

壁面の満111}作業、それと併行して511から雌而｣:端の緩斜miのllIIり1くげ作災を開始した。１７１１より４ﾒﾙの横

穴墓の掘削を一時'11断し、嵯而上端の綴斜面の棚WIlに作業を集''１させた。２４円より１４号媛坑をⅦ1初横穴墓

と認縦し捌削を開始した。

平成11年に入った１月1211、雌而上端の精査で新たに横穴墓らしき遺構が4基検出され、各過柵の掘削を

開始した。なお、そのうちの３雌はその後の調代で不lﾘ1週柵（14￥)、箱式ｲi棺（15%))、土城（16号）と判

明した。１４日、１３号堀切の掘削を開始した。211に入り、新たに検出された８，９，１０》｝横穴嬢の本格的な柵

削を開始し、511には９))横穴熊の卿兎床から坤維1点と鉄雛4点を検出した．それと併行して、８日よりI|‘

断していた４号～７牙の横穴墓の掘削を再lNlした。９１１，１０号横穴蕊と13号蛎切の間に１１略横穴鰹を検出し

た。１０日より４号横穴墓から順次実測作業及び俄穴蕊埋土の土砂選別作業を開始した。１５１１に８場横穴裳の

掘削が終1･し、横穴嬉の掘削を終えた。その後、調在はlf陵上端に秘り、１６１１より14号テラス状遺柵、１５

号輔式ｲi柚、１７日より16)｝ｔ城の本格的な調代を開始する。１８１１，１５号の床而IIOf上から鉄製刀ｆを検出し

た。

2211、‘淵査Ⅸ全鋪の写真撮影。2511,13号堀切の充掘‘Jj:真搬彫をし、現場作巣を終え、その似日、遺物

発掘川具群を撤収して調代を終I'する予定であった。ところが、その後、Ｉ:‘lf施一[中に遺物が出土したとの

報を受けて現｣tMに駆けつけたところ、９号横穴蝋の卿蛇床部から緬忠器の知頚噸が検出された。粘査したと

ころ、床1ｍまで掘り下げていないことが判明。棚削を再1%lしたところ新たに鉄織5点が検出されたため、出

土地点を,肥録して週物の取りｌxげを典施した。
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第II章遺跡の概要

第１節遺跡の位置と環境

熊本平野の南端には、緑川を本流とする''''1,i'１川の開析によって形成された中位段丘（舞脈台地、塚原台

地）が所在する。城の脚横穴群はそのうちの蝶原台地の1Ni端、辿称「城の鼻ｉｆ陵」の北＃Iiから西にかけての

巌而に所在する。丘陵の北は熊本､ド野が．望でき、ｉｉには緑川の史流浜戸川が西流し、肥沃なl弓壊を形成す

る。さらに南には雁IUI山の爪を見る。また、、'１１該地域は阿蘇火砕流唯械物（Aso4）を堆械原Ⅲjとしており、

雁InIllI北裾、舞原台地、塚原台地の周縁部には岩盤が露出した簡所が多く見られ、横穴蝋を築造するのに適

した環境といえる。そのため古噛時代には20群477j,‘以｣:の横穴墓が造営され、リＯＬ内有赦の横穴墓分布地域

として知られる。

この浜ﾉ『川流域は各時代を迦じて遺跡の多い地域でもある。111ｲi器時代から人瀬の浪跡が腿められ、純文

時代には、雁胆IIll北裾の浜戸川河岸に'1間、胤橋、御領〔いずれも刷桁定〕といったﾉL州を代投する大規棋

な貝塚が形成される。弥生時代中期以降には、舞原台地西端の桝地地区に巡跡が災中する傾向にある‘なか

でも、巴形銅器、銅鏡などの青銅製品や「貨泉｣、「大泉Iil･」といった銅銭を出土した新御堂辿跡〔''１１指定〕

は大規模な環濠災落として知られ、その規模や出土週物が他の１Ｍ辺週跡を１１;倒していることから緑川巾流域

の拠点的集落と琴えられている。

古墳時代になると、浜戸川をやや遡った灘原台地及び塚Ilj治地上にiIi埴が造営される。特に、左ﾉi1の塚Ilji

台地上に所在する塚原占墳群〔同指定、４c末～6cｲ〈〕は、全及62ｍを測る琵琶塚Ili埴、花見塚古jfiといっ

た前方後''1墳を1'1心に、102催に及ぶ古噛及び棚洲蛎が検出され、熊本県を代表するili噛群が形成される。

隣接する|:の原遺跡は５世紀Iiii半代の大規模災落跡で、塚脈古埴併形成の前､'２期（方形IOM溝難、111脳など）

の造蕊集卜11の集落と考えられている。浜戸川を挟んだ対岸の舞原台地にも、塚原古嫡群と同規模の1iii方後''１

埴が2基（催九邸111古埴、狐塚古jfi）所在する、なかでも,I‘九郎111占噛〔町桁定〕は彩色壁IIlIiを持つ装飾,ｌｉ

墳として知られる。

古代の遺跡は、舞陳台地の西側に集I|Ｉする,西端の宮地地区には、『延詳式」にみる駅家「球磨駅」の仔

在が推定され、また、イ了近、左近といった地柘が残る蝶ノ原地区にある沈11遺跡１０１辺は、肥後IEl府推定地

〔町指定〕とされ、越州窯系の青磁、白磁など向術的色彩の強い辿物が出土する。また、陳内地区には法起

寺式の伽藍配瞳を持つ陳内廃非跡（町指定、７Cｲ《～8c初）が所A;する，

古代末から'''11t初頭にかけては欧灘光院領となり、隈牟'１１庄として栄えたとされ、初期庇寺とされる祇ｌｌＭ

寺跡〔町指定〕がある。その後、郷原台地の西南裾にその'''心は秘り、嫌な時代後期、卿池武")の創建とさ

れる肥後雌古の禅寺、能に寺跡〔町指定〕が所征し、その"il囲に隈庄ⅢIが形成される。職ＩＥＩ時代には11'斐氏

などｲ丁ﾉj豪族がこの地に城を構えるが、そのAM模から維城郡内の拠点的城郭として嘘行した。それが隈庄城

跡〔1111指定〕である。

第２節遺跡の概要

城の鼻脈陵には、当,咳横穴群のほか、箱式ｲi棺をM'1雑主体とする城の嫌古噛群、戦国期の隈Ili城跡が所在

することは前単で述べたとおりである。それら辿跡の概要について以ドに記す。

城の鼻横穴群

丘陵の西雌面に22難の横穴鰹が1%l口する｡'炊償のljMI蘇燃結凝灰埼に穿たれている上に戦時の防空畷等で

破柵が著しく、辿存状況は極めて胆い°
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第 ３図周辺の関連遺跡
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城の鼻古墳群

旺陵上面の西側に数Ｊ‘!#の箱式石棺が確認されている。これら古噛は大正末～II部11初あるいは戦後に破壊さ

れたものと思われ、副雑品などの出土遺物も報告されていない。

隈庄城跡

現在の城南町役場一帯が城域で、城の鼻lf陵上が本丸跡であったとされる，明治初年に111の一大蛎業とし

て細纂された郡村誌に添付された彼城郡村図の古城図に、「隈Ili城」の絵図がある（第30図)。これには、

城の鼻丘陵上は「天守跡」とされ、その南の一部城南小学校校庭にかかる簡所が「ニノ丸跡｣、リ,↓道を挟ん

だ東の城南町役jMあたりが「ニノ天守跡」とされる。

Ｉ櫛北朝期末に今川了俊がこの地に一時築城して以降、戦国期には菊池氏が一時拠点とし、次いで鹿子木氏

の家臣野''１氏、天文年間には阿蘇氏の家臣111斐氏が拠城したとされる。この天文年l川に戦凶期の本格的な築

城がなされたと琴えられている。現存する城の柵えは当11$の所潅と思われる。

城の規棋については、慶安4年（1651）４月28Ｈに細川綱利が囚中絵図に添えて聯府に提出した調査控に、

｢－．、隈庄占城、、12山城I'11輪凹而七拾間、イi之古城より脚１１町迄一ＩＩＩ１弐拾間」とあり、周囲約854ｍの城郭で

あったことになる。

第３節周辺の関連遺跡

1．横穴墓

第１節で述べたとおり、城の鼻横穴群の１０W辺には蝶原・塚原の両台地を中心に多敗の横穴群が確認されて

いる。特に浜戸川流域及びその支流に集中しており、おおまかに、当餓横穴群を含む舞原台地西端地域、雁

回111北東裾地域、舞原台地南４〔地域の3地域に区分される。このほか、舞陳台地北側の緑川に面した古野山

周辺にも横穴群が確認されている。その数は20群477鵬以上とも言われ、県内最大級の横穴墓災槻地帯とい

える。ここでは、上述の4地域における横穴群の概嬰について以下にiii』す。

吉野山周辺地域

古野山（棟商88.7ｍ）を中心とする丘陵や台地には多くの古噛や横穴蕊が所在し、占jtWを形成する。当

地域では4群が確認されている。いずれの横穴群も防空壕等により破棚が耕しく、遺存状況は極めて愁い。

今村横穴群では20数雅平野の西天神原西方の斜､iに位IｉｆするIllj天神原横穴群では単室の3基の横穴墓が確

認されている。ijIi窪横穴群と出水勝屋敷横穴群は舞原台地の東雌面に所在し並列することから同一群と琴え

られる。それぞれ10数堆と数堆が確縄されており、西鞭群からは711t紀巾蕊の領忠器が採集され、711t紀の

柵築とされる。

舞原台地西端地域

擁原台地の西端には古墳は猟著に‘鯉められず、弥生時代に続いて災落地であったと考えられる。当地域で

は、城の鼻横穴群のほか宮本横穴群の1群のみである。城の卵横穴群の北、雛原台地の西崖而に5基陥認さ

れており、防空壕等により破柵が箸しく、週存状況は極めて悪い。

雁回山北東裾地域

浜戸川の小支流により複雑な小谷を形成した山i地域には、その雌而に多数の横穴墓が群染する。その数

270余蕪とも司われ、浜戸川流域でも特に集中する地域である。塚原古墳群より500～1500ｍの1Nlにあって、

前荷と‐･帯を為す古jfi勝であるとみられる，当地域では、阿Ini地区に７群、尼窪地区に４群の計11群が確認

されている。

阿高地区では制葬品として心甲が出土することを特色とする。御賊横穴脈は約10基確‘泌されており、そ

－８－



のうち５基が定全な状況で残〃する。「コー′釧診の３１蛇床をもつ形態で、枕を彫り出したhM穴潅も縄められ、

縦I肌j郡上縁に''1形の彫刻（|珊刻）を施すものもある。lilII弥陀尼仙７‘<群は小別谷を火むＩＩＩｉ雌IAiとⅢ〔雌而に放段

にわたって聯繋する。西雌面83雌、ル〔雌Im72膿の‘I|､155脳が確I湖されており、、11地域の雌ﾉ<規模を祷る。、Ｉｚ

ｌｍプランは|ﾘﾙﾒL災〃形を為し、尺〃形態は州１１型は少なく、多くはかまぼこﾉ(Ｉ、ドーム状を為す。ルも床は

｢．」‘樵形の3ﾙも床を配すが、小さいもので典ｌ蛇床のみのものがある。Ｉ櫛西部（柿の水辿）では、縦穴唯の

'二の雌1mに文‘j慮状の刻線が脈偲されている渋IⅢlの上総にあたると思われるが、何らかのＩ端で掘削を放

熊したものと思われる。アンドン坂横穴群は約5A!;が北・＃〔向きに間IＩする。ノlIi:のﾉ。横穴11ドは小谷を火んで

IIli雌1mに約4()膿、Ｌ|〔雌1ｍに約29雌の‘i1.69鵬ほどが鵬忍されているが、防空壕群の破峻が枠しいため服雌な

放は把握できない状況にある。ウシクビ枇穴Hドは６｣Ｉ側ｉ４ｊ&が残〃する。ルi向き斜1ｍに位『|tし、ル〔よりの第２

号瞳の閉塞(iに沈刻線が陥忍されている。このほか、ウシクビ職穴群の火北約100ｍの束向き塵1ｍに一位lⅡ

枇穴ｌＩド（16ｊ‘９，IjlilOO～130ｍの1櫛及び西向き斜面に一雌liIf穴群（12ﾉ,§''16雑が完形）がある。

尼瀧地区の礁野横穴僻はⅢ〔向き雌而に約l5j1L陥淵されている。嘘野群とｲ{I対するIIIi向き雌Iiiのハシゴダ

ン横穴群では22ﾉｌ酬認されているが、崩壊が降しくlE確な激は把鵬できない鶴枇穴群は東南向きの雌1ｍ

に20ｊ,§が鵬I雌れている。Ⅷ1地域では1,&も破似が少なく、うちl6jlLが‘だ形である。及原枇穴群は鶴群にｲ{ｌ

対する１１【i北向きの雌1ｍに５ｊｉ恥認されており、破柵が符しい･

舞原台地南東地域

舞原台地のｉｉ東糾1mに'1城し、浜戸川の水'11地柵を挟んでI#j1.5kｍの塚原ilf峻群と|{I対する古jiIi群の・角

を為す‘，』11地域では、２僻が陥惚されている。沈11俄穴群はlf陵IiIiI櫛～昨i斜Ihiに６ﾉ伽､認されている。ノ〈ノ

､Iえ横穴群はI1i及びＩ)Ii向き雌1mに激段にわたって群災する。６３膿確!隠されているが、未発見や峻滅を合わせる

と２階近くあったことが想定される。｜＃造は雁'''1111北来帥}地域の雌瀧榊と変わらないが、火小あるこのほ

かにド道免俄穴群があるが、天ノ､F群に隣接しlIil一群と港えられる。

2．中世城跡

、11該地域には隈庄城跡のほか、’'1世城跡は2城ある

阿１１．５城跡は水原111の支脈のⅢ〔北端に位慨し、標,１.ﾙ80ｍ，良さ100ｍ、l脇30ｍの台地上に位価する戦111Ⅲ

の城跡である西側の鞍部にはI隅9～1()ｍの堀切が築かれている。堀切によって仕切られた長さ1()ｍ前後の

1.根の1ｌｌｆには111冊18～20ｍの､Ｍ１部が脱察される。さらに、城111脳には外ﾙ'１と称される、然谷（IIlliI30m）が

所在し、城跡に結びつく「本村」「‐唯一の地協が残る。

仰内城跡は鰐瀬と仲内のｌｌｌ間に所在し、鰐湘の小'j,:城尼のIＩ[i北部、|;IliIﾉﾘの城１．のI#i部にあたる。IIf代ボー

中世初めにおける碓城郡,il肥宿弥の鵬の跡と椛定されている。i葡さ30ｍの台地のIxi端で、狐Ｗ:しておらず、

'1111商、隈庄の2城のような職同期の甥押とは辿を災にする｡

第２表周辺の中世遺跡一覧

NO 市町村 識濡 遺跡名 所在地 時代 種別 指定 備 考

5１ 3，１１ 高の（i造宝塘 l勘 11’ 、進物 町 １１号唯ﾘ年銘､1ﾉ,噂側人厳

5２ 4０ 隈唯城跡 隈Ｉ IIf城 IIIlit 城 １１｣． 瓦川ｔ

5３ 4５ 熊I：､¥跡 門 山居片蝋 ､Ｉ湘営 1111 文永2年611処､IliIIiのi1ii,!『

5４ 5８ 近遡脈 帥内近近服 鐘~'''11t 包蔵地

5５ 6４ |;IliIﾉﾘ城跡 ｌＷ１城ﾉ。 ｌＩｉｉＩＩ 城

5６ 6５ 照111,1『跡 瀬北1１ ,Ii代･''1Mｔ Irlwt 町 ､F安ｲﾐ､籾ＩＨＩ:々 非､イi進物

5７ ８０ 阿尚火搾蝋洲 断城111 '''''1.1ill！ 卿山 |‘l製亦･縦fI･器

5８ ８６ liI商城跡 iI1」 附城''１ IljiIt 城

5９ ９３ 11晩IIfjfi裾 塚脱 古代･iｉ１ｌＩｌ 包J１礎地 稜什淵

6０ ９４ 火線珊殆I『蝋l上 塚原メLｌＩｌ 代・IlIII1 包 蝿地 樋f１．Ｍ

6１ ９７ 尼鋼火搾盤跡 雌１１１後ⅢＩ 中世 包戯地 蔵廿Ｈ

6２ 9９ 111ノ神蔵什器川ｋ地 鰐iWiIlIノ神 IIf代''１８M！ 包梗地 町 戯

－９－
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彊内古唾●霧館
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･ノ。ｏ崎､胃
豊福古城聖夷用六通

論喝'百職究ゴ

向古城一・南租

ｮ秦末吉域亦氾画恥

.￥･水俣古城 ●

大畑古城
「 内野城蹴

１９９５

」五和町教育委員会
より転戦

第３表

第４図熊本県内における『慶安の差出』記職の中世城跡

『慶安の差出』記職の益城郡内の中世城跡一覧

地区

維

城

城名(現呼称）

木山古城

(木山城）

111代古竣

(戸上城）

御船古城

(御船城）

愛腔寺古職

(愛藤＃城跡）

聯尼古峻

(岩尼城）

姉原古城

(傍島Au人城）

恥志田､！ 城

(堅志 '1城）

小熊町小城

ｕ冊古城

(豊刑城）

木原古城

隈

(木原城）

庄古城

(隈庄塘）

種別 規模(間）

平山城 248

山城 350

平山城 254

111城 2000

平山城 760

111城 243

111城 650

111城 785

平山城 600

111域 11判

平山域 470

所在地 解 脱

催城可寺辿･城の本
木111氏の居城｡眠城の上Iii城に三区両の平蝿値膿｣殺区画

が｢本丸｣。平而に竪堀の残部｡公団化

御船町Ｈ１代･戸止
阿蝉氏の支城｡〆上典落は標間340ｍの脆陵地｡蝿落内に｢本

賊｣「愈床｣．

即船町御船･下側
１１１斐宗迎の城二「ド囲｣の独立lf陵｢城山｣が域跡,西随に｢上

１１M｣。(伝)加態時代に外堀を埋める。

矢部町内鯉
阿蘇大海面Iの１０:城､小IMj時代は結城平次が城代.城跡に｢本

jlL｣仁の丸｣I.§の丸｣｢城門｣‘，

矢部町城服･本丸
愛喋寺IIi域と七・汁1,係.尼根筋に｢本丸｣｢二の丸｣｢二の丸｣：

ﾘ,1立矢部商校の赦地は､浜の航跡。

砥川町棚j卜
阿蘇氏の支城｡｡r'F形のIE根筋に削り藩としによる災さ50ｍの

11.6台｡ｉｆ城口に｢御水殿｣湧水地，

中央町OII郁・城111
阿蘇氏の股前線唯地:県内の峨大級の111城｡「内城｣｢誠め城」

の纏合抑張り｡珊盤にH1泣柱述物。

(不明） 所在地･職名とも不明

松橘町蝋拙･下城
洲1氏と棚良氏で↑奪戦｡舌状形の低平なI部典｡内堀｢城掘｣。

以前の外堀は水川やレンコン畑。

揃合町水原･職111
｢畷安の竣出｣では大規M1山城｡ただし､主郭の山頂は拙鉢状

地形で､約1200ｍ程度｡鮒西八郎為朝伝脱二

城南町隈唯
111斐氏の嶋城｡lf陵末端部の｢染の鼻｣が城跡｡Iﾘ1泊の城絵

I､xIに｢本丸｣「二の丸｣「二の丸｣区画。

※『下内野城跡」五和町教育委員会1995より転戦
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魅

第１節古墳時代

１横穴墓

当該‘側査において、Ｉ区北崖血股び西崖1mにおいて３膿（1～3号）と11区西雌1ｍにおいて８基（4～11号）

の計11鵬の横穴蕊の調盃を実施した。そのうち１～７号までは既開口の横穴墓であったが、Ⅱ区において新

たに4雄（８，９，１０，１１号）を検出した。各横穴墓の|＃１１１方向については、１，２跡が北lｲﾘき、103)が北西方

向に開IIするほか、すべてljli向きとなる。また、垂11,[分布については、少なくとも２段は‘澱められる。

この脈陵崖面は後世の造成により幣形された地形で、すべての横穴蕊について天井部から前面にかけての

欠損が符しく、全体構造が把握できるものは侍無であった。また、防空壕や倉Iiiとしての利用により玄室内

は荒らされており、１号、９号を除き埋葬人'Ⅱ．及び副郷,}もほとんど検出されない状況であった。

このように欠拙が著しいため情報股は少ないが、玄室内の舵床部など横穴墓のi§要部分については2,10,

11号を除いてある程度残存した状況にあり、玄室の形態的特徴に言及できる資料を得ることができた。

ここでは、各横穴墓の柵造及び出ｋ遺物等の調査成果を記す。

Ｘ=-32390

羊-2劃0０

Ｘ=-32390
Ｙ=-25385箕

1号

ハ
ー一

畳／〆

－Ｈ=１１．０ｍ

〆

一

虻

魅。

第Ⅲ章 調 査 の 成 果
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第５図Ｉ区過柄配需図
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1）１号横穴墓（第６図）

〔検出状況〕１号横穴無は、渓''11から側雌・天井部の大1&とさらにﾉ,捉床の・部が欠柵した状況で検出

された。

〔嫡造〕玄室の平面形はほぼ方形を呈し、腿さ270cm、幅286～295cmを測る。玄室内は、仕切によって

奥舵床・左舵床・イi舵床に|)<分され、「．」字形の配悩をとる。

３屍床はほぼ長〃形を呈し、奥屍床287×62～70cm、左屍床192×91cm、右舵床192×73～78cmを測る。

奥舵床は比較的細及く、左ｲi屍床に比べ10～12cm程,1.1iい．また、各屍床の側端部はそれぞれ段状の高まり

をｲ『し、奥l蛇床の左右端で12cm、左舵床の前端で7cm、右屍床の前端で10cmを測る。仕切は各屍床の前而に

Iﾘl雌に造り出し、奥舵床のⅡ:切は側端部近くで｣Ｚがり、やや弧状を呈する。辿路は上端聯91～95cmと左ｲｉ

舵床とほぼ同幅となり、深さ33cmの断1m逆台形を呈する。仕切に|､l設される排水洲は認められなかった。

奥壁は81度に内傾しながら直線的に立ち上がり、イi側壁は''１梯で伽かに膨らみをもち80°のIUi斜で立ち

あがる。ノ!;側壁は破拙しているが、イi側壁とlIil様の造りと思われる。天ｊＩ:部は欠柵が著しく棟線等は不明で

あるが、刺先を外方向に張り出させてIﾘj暗に造り出しており、犬井形は寄棟形を里するものと思われる。ま

た、棟から粁先隅へ延びる線が伽かに残存しており、その延及から推察するとllMI二1部は平側になるものと思

われる。

０
叩 一

第６図１号横穴墓
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２）２号横穴墓（第７図）

〔検出状況〕２号横穴墓は、奥・側峨及び奥舵床の部が残ｲjfするのみで火､ドが欠棚した状況で検出さ

れた。

〔栂造〕玄室の平1m形は、奥屍床の部分で柵270cmを測るほか、111．測不能でｆﾘ然としない。ただし、

1号横穴墓に比べて奥舵床|脇は15～20cm服狭い。玄室内の床而は、群内の横穴蜘閲l様、腿・左右屍床に区分

される「．」字形の配硫をとるものと思われる：

奥噸は内側し、右側雌は中栂でやや膨らみをもちながら立ちI:がる。ノＵ|部のIIil:先は〃1淵によりイ《明瞭で

ある。刺肩先隅から棟へ延びる線が催かに残存する‘天井形は不Iﾘlである。

〔出土遺物等〕玄篭内における埋搾人件及びMll葬品の出上はI栂められなかった。

－１３－

※スクリーントーンは欠損箇所

Ｏ ２ｍ
－Ｙ‐－－一ｰ・－？．－一

第７図２号横穴墓

〔出土遺物等〕玄室内の床而直l:から７点の遺物を検出したが、イjIfIなど後11tの遺物も含まれており、

原位例を保っているものは皆無と思われる，当0後裟に伴う過物はそのうち４点で、玄門近くの通路から須忠

器難の１１部片、玄室前峨近くのｲi屍床から須忠勝鎚の底部片、奥蛇床拠峨側のｌｌｌ央よりやや右から上師器施

の脚部片、奥舵床の左端近くから騨玉製椅ｆが出l1した，

須忠器喪の1M部片（輔l9IXl4）は、外器面に梢ｒn文タタキを施し、内器面にllil心円の当て具浪が残る。

変の底部片（第19図5）は、外器1mに斜方向の､'2行タタキ後、１，１‘版ナデ‘淵終を施す，内器1mは密なタタキを

施した後、底部は不整方向のナデ綱盤を施す。

上帥器竃の脚部片（第191刈6）は、脚端部を櫛方向の箆削りで燃え、外器而に縦方向の刷毛目1淵雛、内器

面に縦〃向の箆削りを施す。

碧玉製管玉（第20図2）は、及さ2.43ｃｍ、隆0.8ｃｍの''1簡形で、孔径は0.1～0.3ｃｍ・孔は1,1町側から穿たれ

ており、中途で段遮いとなる。「寧な作りをしており、IIi.i緑灰色を呈する。
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４）４号横穴墓（第１０図）

〔検出状況〕４牙枇穴堪は、玄門から天井部の大半及び左'1!'|唯の火12を欠批した状況で検出された。ノ､§

舵床前1m及びﾃｲﾙ&床前1mの右除に前確の一部が伽かに残(,ﾐした。

〔構造〕玄篭の平1m形は、災さ276cm、I脇174～214clll以上とl処唯にＩｉｌかいややIljlliの狭まる台形を'1lする。

－１４－

※スクリーントーンは欠損箇所
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」
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，
０ 21Ｔ

第８図３号横穴墓

３）３号横穴墓（第８図）

〔検出状況〕３号髄穴堪は、後世に物悩として改造されたということもあり、I1Ill壁・腿雌・床・天ル部

呼が削､ドを受けた状況で検出された。さらに奥のII1j隅には現床1mから尚さ約80cm侭度の位縦に'''1推約40cm、

深さ約3()cmの穴が横方向に掘られており、後'1tにｲ<材を仙に渡して|Ⅲとして利川されていた。

〔構造〕玄窄の平1m形は、現況で｣走さ250cm以上、1%i240cnlのほぼ災方形を'１:する。玄室内は、通路の

残/f部から奥舵床・左｝蛇床・イル６床と「．」′釧診の配仙をとるものと思われる．符ﾙt床の､師i脱棋は'1:切聯

の消失のため不lﾘlであるまた、通路についても深さは1:11然としないが、比絞的I脈広い通路となるようであ

る。

奥壁は削平され判然としないが、両側雌はややIﾉﾘ傾しながら並ち上がる。天井部の陳線は崩落群により不

lﾘlである。符先細はIIIjlIIl雌に伽かに残ｲIくし、外〃向への雌り出す巡りがn･収された。ノ《jl:形は本1ﾘlである。

〔出土遺物等〕玄室内でのjII蝶人卿汁及び副搾,!！‘１１の出ｔは‘謹められなかった。
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３舵床の半IIIljl参はほぼ此方形を呈する。奥ﾙ床は、』,蝿側に比べ右壁側を柵広に造り出しており、180×

68～78cmを測る。右屍床は141×81cmを測る。左屍床は欠損が将しく、長さは判然としないが、幅約53ｃｍ

と右塊床に比べて幅狭である。奥屍床と左右舵床とのIHlには段差はほとんど縄められない。仕切は奥屍床前

面の左右際及び右屍床前〃に僅かに縄められる程度。奥l兇床の仕切は側端部近くで上がり、やや弧状を呈す

る。迦路は比較的深く造り出しており、上端輔34～47cmと前面に向かって広がり、深さ28cmの断面逆台形

を鼎する。

奥・側壁については丸みを持ちながら立ち止がる．天jl:部の棟線は崩藩等により不Iﾘl脈で、軒先線は屈1111

のみによって表現される。刺:先隅から棟へ延びる線が伽かに残存し、その状況から天|:形はアーチ形を呈す

るものと思われる｡

〔出土遺物等〕玄室内の埋土Illから石臼１１･など後11tの遺物はi鯉められたが、埋葬人'|‘i及び刑雑品の出1：

は認められなかった。

Ｉ
p＞

－１６－

Iｉ
〆

一

.、1ざａＬ－－

玄室内は、奥屍床及び左方屍床と「．」字形に3院床を配侭する‘

３屍床の平而形はほぼ此方形を呈する。奥ﾙｔ床は、左雌側に比べ右壁側を柵広に造り出しており、

68～78cmを測る。右屍床は141×81cmを測る。左屍床は欠損が将しく、長さは判然としないが、幅

_Ｌ
Ｑ Ｏ

＝毎■

1。｡

０ ２ｍ
ｰT-－－－※スクリーントーンは欠損箇所

第１０図４号横穴墓
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〔検出状況〕５号横穴墓は、玄門から天井部にかけての火､ドを欠概した状況で検出された。イiI兇床前1ｍ

に前蛾の痕跡が伽かに残存した。

〔櫛造〕玄室の平而形は、此さ297cm、幅175～249cmと奥醗に向かい輔が狭まる台形を呈する。玄室内

は、奥舵床、ノｉｆｎ屍床と「．」字形に31兇床を配慨する。

３屍床の平面形はほぼ災方形を呈する。奥屍床は191×75～89cmで中央1,1.近で雌大幅となる。右雌際及び

左壁際を段状に断く造り出す。イi屍床は172×71cm、ノ,;舵床は165×98cmと左右非対象となる。奥雌床と左

右屍床に比べ1段高く造り出しているが、１１cmと比高差は比較的小さい。Ⅱ:切は奥屍床前面及び右舵床奥に

雌かに侭められる°奥ﾙ床の仕切は側端部近くでやや｣名がり、’１:切中央に断面Ｕ字形の排水溝を造り出す。

通路は上端幅34～57cmと前面に向かって拡がり、深さ37cmの断面逆台形を呈する。

奥壁は直線的に立ち上がり、Ｉｌｌｊ側雌はやや外|“<味に'１１:ち止がる。天J1:部のIlif線は崩落群により､ﾘ然とし

ないが、粁先は外方向への張り出しを伴う明瞭な造りである。軒先隅から棟へ延びる線が雌かに残存し、そ

の状況から天ﾉ|:形は寄棟形となり、開口部は妻側になるものと思われる。

〔出土遺物等〕玄室内の理t‘|'から、陶磁器片、土師侭11器ﾊ｡、瓦片などの後iltの遺物が多く‘認められ、

撹乱されているものと思われる。大型の巻貝片のほか、jIl蝶人什及び副搾I1iI1Iの出l:は認められなかった。

第１１図５号横穴墓

０ ２ｍ
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5）５号横穴墓（第11図）
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Ｌ検出状況」６》ｊ慨穴唯は、玄顎Iiii,卜分からバル部の火､'2を欠仙し、奥ﾙｔ床Ｉ)iiIIIiも欠落した状況で検川

された。

〔構造〕玄寵の平l(li形は、ノ,;ｲiﾙも床NlIから典雌に|Alかつて挟まる雌火I脇280clllの略台形を'１｛し、玄塞|ﾉﾘ

は、奥ﾙ６床、左ｲi屍床と「．」'御形に3ﾙも床を配慨する。

３ﾙ鋤ﾐの､l星而形はほぼ災方形を',)す。ルビ床は182×64cmを測り、奥峨隙に11ﾘ,il4cmの小洲を造り出す。ノ,ｉ

イルも床は前半分が消失しているため長さは不IﾘIであるが、残存慨はｲ．『ﾙｔ床で61～69cm、ノf促床54～71cmを

測る。ノ,をﾙ床はややｊｊＩなりとなる。奥雌床は左ｲiﾙ床から23clllIIWく造り出している：典ﾙも床前１ｍは欠落し

WlI然としないが、ｉｔ切は23～32cmと比鮫的|隔広く造り出す。奥ﾙt床の１１畑は側端部が上がる弧状を',ﾐする．

旭路は!:端1幅47clll、深さ15cmとＩＩｊＭｉ逆台形を11Aし、比校的渋い11V,i広の造()となる。

奥唯・側壁は比核的IWiく造り出しており、１１１:線的に.ｳ:ちこがる。ノ訓:部は欠楓が拝しいが、韮!IiIII方向に延

びるＩＩ１線が雌かに残存する。'lil:先は外〃向への張り出しを伴うIﾘIllな造りである。その状況から、ノ〈井形は

寄棟形で、Ｉ)MII部は卿!!|lとなる。

〔出土遺物等〕玄窄内の測Ｍ１から凡片が検出されていることから、５号llil嫌撹乱されている。埋葬人

‘''1°及び刑搾品の川上は細められなかった。
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第１２図６号横穴墓
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6）６号横穴墓（第１２図）

〔検出状況〕６)｝職穴唯は、玄篭前､|《分からﾉ訓:部の人､'2を欠脳し、
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玄顎前方からﾉＵｌ:部にかけて欠仙し、通路際も欠蒋した状況で検出された。

や腿が挟まるが、ほぼ災〃形を１Aする。玄寵内には、腿雌床、ノ,韮ルビ床と

省

７）７号横穴墓（第１３図）

〔検出状況〕７)｝横穴難は、玄宅前方から尺

〔構造〕玄室のWii形はやや奥が狭まるが、

｢．」字形に3舵床を配世する。

拠舵床はほぼ災〃形を１，(し、181×87cmをiⅢる拠脆床はほぼ艮〃形を１１(し、181×87cmを11|lる･ノ副山12床は欠仙が拝しく､ドﾘ然としない。’1:切はやや拠舵

床の左噛厳に残存するのみである。典ﾙｔ床と左ｲiﾙ床の段塘はほとんど認められない。辿路上端の残存I脈は

41cm、深さ38cmのＩＭＭｉ逆台形を『,:する。

典・'11'1噸は巾侭で膨らみ、内湾女(味に立ち上がる’４雌''1央からややﾉ!§、尚さ約40cmFI1に位縦する、

IIlilil8cm、Ｉ}､『さ２１cn1のドームノＩ１の小火は灯明台の111能性があるが、、111淡辿柵に伴うかどうかは､ﾘ然としない。

天井部は崩落が勝しく陳線は､ド11然とせず、'lil:先はl鋤1111のみで表現されるＩＩｉｌ:先隅から桃へ延びる線を雌か

に細められ、犬〃形はアーチ形を鵠するものと思われる。

〔出土遺物等〕玄宅Iﾉ1のjIl1上''１から、近Ⅲ陶磁器I'．、」[片など後11tの辿物が多くI惚められたほか、Ｍ'1弾

1V,と思われる辿物として、鎖忠器のjｲﾐ維片（輔18Ｍ３）を・括採取した小ﾊｰで規悦などはｲく明であるが、

艮さ９mmのやや内傾する返りを持つ。ノ〈ﾉI:部は跡形状からややﾙ1,1,Fとなる。このほか、埋上Iliから'冊州･を

採取した。既に撹,乳を受けている状況から、雌搾人‘汁かどうかは1’11然としない。

－１９－
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第１３図７号横穴墓
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〔検出状況〕８ﾘﾉ枇穴難は、玄零の(i屍床前､卜部とパノ|:部のﾉ<12を欠拙した状況で険出された。残ｲjf部

も欠枇が杵しく、奥ﾙも床と/ルビ床の境には隆86～90cm縄の111形ｲＬ（防空壕の通気１１）が穿たれていた。

〔構造〕玄室の､ドｉｎ形は、興廃床部を明確にIil”ﾐに造り出す､Ｍｉ形をII4する。玄噌幅は11tﾉ<約284cmを

i11'1る°玄室Iﾉﾘは奥〃&床、左(ルビ床と「コルナ形に3〃t床を配脳する。

３ﾙも床とも災方形を‘Ilする。腿I蛇床は良さ212cmを測る。IiI冊はIiii述の'11形孔などの欠批簡所により'1:ujが

洲失しているため不Iﾘlである。イ『屍床Ililli75cm、ノ,ﾐﾙ６床|脈97cmとIiﾙt床が狭い。奥ﾙ床とﾉEｲiﾙｔ床との段堆

は18～24cmを測る。１１:切は澗失によりｆｌﾘlである。辿路は残〃'''11166～84cm、深さ19CI11の断IiIi逆台形を'1&し、

比校的浅い帆広の造りとなる。

拠唯はIllFl1で膨らみlﾉﾘ傾しながらウ:ちこがり、il1ll恥はほぼ111〔線的に立ちl:がる。ノ〈ﾉ|:部のｸ〈棚が符しく、

桃線は崩落聯によりﾘ然とせず、好光線も現況では屈Illlのみの表現となる。1IiI:先隅から棟へ延びる線も伽か

にＩ棚められるが、尺ｊ|:形は1('1然としない。玄篭のＷ､形状から寄仰形のIIJ能Ｉ１ｉは問い。

〔出土遺物等〕玄室内のjIl1上中から陶磁器１１．、凡Ⅱ．、すり鉢州･など後111:の遺物が火Mtに認められた。埋

搾人’'11.は検出できなかったが、５))棚穴堆liil様、火ﾉW1の巻山1-を検出した。

8）８号横穴墓（第１４図）

〔検出状況〕８珊枇穴

－２０－

2ＩＴ｢０

第１４図８号横穴墓
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※スクリーントーンは欠損箇所
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〔検出状況〕９牙横穴蕊は、玄室の大半が欠損した状況で検出された。残存箇所は奥屍床部と典雅の一

部、ノf右屍床の３分の１程度であるが、廃絶後、比校的早い段階で埋没したものと思われ、比鮫的良好な状

態であった。

〔栂造〕玄室の平面形は、奥屍床のくびれは昔1:あるものの台形に近い形状を蛾するものと思われる，

玄室輔、玄室及は不Iﾘl･玄室内は奥舵床、左ｲi屍床と「コル御形に3ﾙ床を配縦する。

３雌床とも災方形を呈する。奥屍床は208×65cmを測る。ノf行屍床については欠棚が醤しく1(11然としない

が、残存幅は右屍床で56cm、左屍床で64cmと右屍床がやや狭い。奥舵床と左ｲi屍床との段差は15cmを測る。

仕切は奥屍床で幅24～33cm、左右腿床で幅14～16cmとやや広めとなる。奥醗前而仕切の中央よりやや左に

幅10～13cmの排水溝を造り出す。通路は、柵74cm，深さ47cmの断而逆台形を兇し、比鮫的深い幅広の造り

となる。

犬外部・側噛は欠仙して不Iﾘlであるが、喚峨の・部が残存しており、ほぼ１１０１:線的に立ち上がる．

〔出土遺物等〕玄室内の奥屍床而から、鉄嫉片13点以上、刀子3点、鉄釘1点などの鉄製IlhA，須忠器の

坪擬、短頚壷を各1点、ガラス製小玉2点と埋蝶人骨に伴う閑2点を検出した（第16図)．当該製は先述したと

おり比較的早い段階で天井部の肋落に伴いⅢ1没したおり、これらは原位概に近い出上地点を示す遺物と考え

られる。なお、鉄釘1点、ガラス製小1ﾐ2点は川1土一括尚料である。

1J'＃
、

、

ａ－

＝ ~ ヂ

9）９号横穴墓（第15図）

－２１－

笹 ＝ 弓 勤

｡。

※スクリーントーンは欠損箇所

２ｍ
壬 －昌

第１５図９号横穴墓
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鉄雛（第l71Xll～13）は形態的に‘I師に分賊される１，２は|竜頭広根斧箭式雌である。１は搭部近くでや

やしIIIlllを|､ドうタイプで、雌人身|隅3.2cmを測る雀部に水硬が残る。２は充形ＩＩＩＩｌ１で、全｣“.7cm、雌大身|脇2.7

cmを測る。３は練箆披広鋒両ﾒL造三角形職である。ほぼ定形で、全｣と11.7cm、身｣息6.9cm、ノリ部災3.8cm、〃

部111{’12.7cm､〃部A【().2cmをi1IIlる。〃部はやや腸快気味となる鍋;に,|くｒｉが残る。４は疎箆披IliIjﾒL造|ﾘ11熊式

織である。ほぼ定形で、全災l().0cⅢ、身艮5.8c'11、ノリ部災4.6cm、〃部111冊1.4cⅢ、刃部ﾉ1,〔().15cI11を測る。ﾉli部

へはi1illぎ気味となる。ノ綱;に水面が残る。５～１０は1純箆彼''九造柳雌式雌である。５は'だ形で、全憂16.7cm、

身艮l().3cm、〃部腿2.5cm、ノリ部|冊().8『､，ノリ部ｌｌｌ[0.2cmを測る搭部に水礎と仲ｲlf巻琶が雌かに残る。６～１０

は裟部を破拙しており、身艮9.6～11.1cm、ノリ部民2.1～2.6cm、ノリ部lljhiO､65～0.8cmを測る．すべて:搭部に水

腫を残すが、そのうち８，９，１()には|桝ｌｆ巻芭が残る“８はやや液む,１１～13は搭部ﾊﾞである。｜詮述の撚片の

nJ能11iはあるが、現況では催介できない１１のみ断1ｍ方形を'1：するほか、１２，１３は断ImlIl形となる。

第１８図・１０、１１号横穴墓

１１号
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I構造〕玄宅の平1ｍ形はflllIであるが、サル鋤§部が|iii方に向かいやや附くことから、台形を１１』するもの

lｏｃｍ
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第１９図出十十器

､

、
、

３
６

．
２
－

１

４

いずれも水硬を残し、１１にlfl財j捲きが残る。ノノ「．（第17側１４～16）はﾉく小３iIliに分煎される。１４はiItも小

さく、抑胴1.5mmとなる。１５は残｛j；長11.2cm、身｣と6.8cm、１１ﾋﾉ<身|脇1.7cm、陳I脇2111mを測る。身部はややl:反

りとなり、関部はIlIlj角川となる‘，総|;に水f'iが映る。１６は残ｲ眼19.2cⅢ、身艮12.6cm、雌大身|lVIi1.9clll、Ｍ１

聯3mmを測る。身部は先端でややドがり飢味となるほか、ほぼ水､lfを保ち、関部は１１．角|Alとなるものと思わ

れる。農部には水f'iが残り、叢部との境に身部の{Wめ典となる徒2.3cⅢの''1蝋が残〃する。鉄釘（第171.XIl7）

は鰻みが'ｋじており、蚊部から先端までは約5.5cⅢを測る。身部は6ｍ角の方形を‘,'し、頭部幅は9mmとなる。

鎮忠器催（第l91Xll）はほぼ光形で、冊ﾊ゙ f3.4(Fill、Ｉ雁8.2cmと比校的小さい。ノ訓:部と１１縁部の境はさほ

どIﾘl脈ではなく、１１縁部はやや湾Ｉｌｌｌしながら~ドる。外器IIiiの尺ｊＩ:部1／２FIIにInllLiへラ削り,淵終を施す。弧

忠器短蝋唯（第l91XI3）は、器11.ｉ6.4cm、ｌｌ従6.0cm、ルil部股火徒は9.9cmをil1llる。｜ﾉ1器lIiiには丁寧な1M肱ナデ

,淵悠を施し、外器1mの頭部から''1111部雌人i測､l･近まで同１膳カキ{１１淵幣、底部にIullLiヘラ削り洲耀を施す。全体

的に、狼みもさほどない1.寧な作りである。

ガラス型小二Iミ（第20Ｍ３，４）は、３が約0.4cnl、４が約()、3cmと大小ある。孔ifはIlIIj行とも１mm栂度。両荷と

も鮮やかなIIf色である。

１０）１０号横穴墓（第１８図）

〔検出状況〕１０号峨穴塞は、玄室のﾉ<半を欠批し、典l蛇床とl処唯が伽かに残作した状況で検川された。

ﾘ↓唯ｲ｢側も樹根により欠蒋する。
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１１）１１号横穴墓（第18図）

〔検出状況〕１１号横穴蝋は、天j1部を含め玄窄の大部分を欠損した状況で検出された。奥屍床・奥峨及

び1111噸の一部とイi屍床の-部のみ残イルた。

〔構造〕玄室の平而形は欠損が耕しく判然としない。奥雌床はほぼ及方形を111し、231×72cmを測る二

仕切についてはIiiiIm右壁際に雌かにＩ淵められる雌である。また、通賂部分も伽かに,認められる程度で、規

模等は不明である。

奥畷の一部がやや内傾するほか、噸iiiの欠柵が符しく判然としない．

〔出土遺物等〕玄室内のjflI土中から、土師価l:器の坪身片、蕊片などの後世の辿物が多く,栂められ、ｊｌｌ１

葬人竹及び遺物の出土は縄められなかった。
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１２）表採遺物

輔1次調査の際、３号横穴蕊から南へ約13ｍ侭の地点で、’二4Ｆ

施I業者により切子玉（第20図1）が採雌された．水晶製で、災

さ1.5cm、最大任1.22cm、切'二l径0.6cmを測る。孔従は1～3.1ｍlで、

一方Iｲ11からの穿孔である。どの横穴蝋に付随するものか特定でき

ないが、参考資料として掲,股した。

０５cｍ

２そ の他 の遺構ー－

このほか、古噛時代の辿榊として、Ｉ区の丘陵I)Ii縁から、箱式１表採
２１号梱穴墓出土

石棺1雄（15号）と土城1鵬（16号）を検出した。ここでは、それ ３．４９号枇穴墓出土

ら過柵の構造及び出土遺物聯の調奇成果について‘iL』す。

第20図出十零類

１）１５号箱式石棺（第21図）

〔検出状況〕１５号箱式行棺は、伽WIl当初、猟出していたｲi材が閉塞ｲiと認識され横穴墓の!'j能性が桁悩

された。しかし、掘削を進めるうちに、露出石材の前而から舵床部が検出され、イi杭石材の一部であること

が判IﾘＩした。当i淡簡所は吐陵西縁で西側及び南側は雌而となっており、》111後遺構の西・南側はすでに消失し、

石材のほとんども抜き取られた状況にあった。

〔桝造〕平而形は、西雌、南峨が洲失しており判然としないが、災さ206cm以'二、幅151cm以上の南北

に災い方形を1i1するものと思われる。イi棺の石材はほとんどが抜き取られており、火峨際に散点残存してい

たｲj材も内傾したく，石材は比校的人きく、５４～83cmの刷平な'炎111岩を使川する。舵床部の平liIi規模は残仔

災149cm、幅37～48cmを測る．残存する３駿際にはｲj材朕め込みのためのI柵25cm税度の溝が残仔する。）蛇床

部にはIﾘl褐色粘価上を貼り、この土が朕め込み満にも充城されていることから、イi材を朕め込んだ後、舵床

部を雛形したことが推測される。

〔出土遺物等〕屍床部の南寄り‘|'典から、鉄剣片（第221､xl）を検出した．紫部から身部にかけての残

－２５－

と思われる。奥舵床の残ｲ州11は234cmを測る。

奥峨は中穏で膨らみ内側しながら１kち上がる尺井部の‘IiI:光線はIlI1MIのみの表現となる。かなり形骸化し

た天外形であることが想定される。

〔出土遺物等〕玄室内のj1M土中から、近１１t陶磁器片、ｉ'i:磁片などの後世の遺物が多く認められ、即雑人

骨及び遺物の出土は認められなかった。
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第22図１５号箱式石棺出土鉄剣

鉄剣片

I－ａ

ａ

ノ

ａ、

第21図１５号箱式石棺

存で、残存長11.0cm、茎部及5.9cm、身部幅3.0cm、身部厚さ0.5ｃｍ

を測る。関部はiilIillMとも削ぎ関風となり、茎部は倣かに片側に寄る。

鋪がIりく付着するため、現況では目釘孔は確認できない。

２）１６号土溺（第23図）

〔検出状況〕１６号土城は、１５号の北側に直列した状況で検出

された。１５号ImiI棟、ある思度棚削して判Iﾘlした遺柵であり、埋土等

の群細な観察はできなかった。北壁、ｉＩＩｉ雌は欠欄しており、全体規

模についても不明である。

〔櫛造〕平iIii形は、残ｲjf災299cm、帆141cmを測り、南北に災

い災方形を呈する。断面形は、深さ42cmの逆台形となる。主llilI方

向の底中央に、及さ248cm、職44～47cm、深さ６～12cmの溝状の窯

しまりの強い暗赤褐色粘簡土（凝灰岩粒を少１，t含む）がj,&大厚約'０cｍみを有する。底及び峨而下部には、しまりの強い暗赤褐色粘簡土（凝灰岩粒を少１，t含む）がｊ１ｉ大厚約10ｃｍ

程度残存していた。》'１談遺榊については、この中央の満状の窪みを水棺の据え付け満と捉え、木棺１１０〔雑聴

の可能性がある。

〔出土遺物等〕ｊＩＭｔ中から過物等の出二|:はi惚められなかった。

－２６－
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１）１２号竪坑（第24図）

〔検出状況〕１２号蝿坑は、Ｉ区北端近くの丘陵西縁に位縦する。当初、横穴墓と想定されたが、ＭＩＩ削を

進めているうちに坑が縦方向に延びることが確認され竪坑であることが判明した。

〔栂造〕平mi形は上端部で４〔西軸250cm、南北軸233cmのほぼ11：方形をliL、西噛がやや内傾するほか、

ほぼ垂､‘〔に下りる立断而を有する。深さ472cmのところで危険防止のため掘削を中止した。

調査を中断したため当繊遺構の性格についてはIﾘ崎できないが、形状等により井戸跡と思われる。

〔出土遺物等〕埋土''1からｌＩＷＬ・軒平を含む比校的多くの瓦やｲiFI、石塔の残欠、坪片など隈庄城関連

の遺物が多量に出土した。このほか､骨片、大型の巻貝片などの出土も認められた。

2）１３号堀切（第25図）

〔検出状況〕１３号掘切は、１１区南端近くの丘陵雌面ｋに位世する。１２馴司様、、‘i初、峨而中位からの

Ｏ １ｍ
－ Ｊ

第23図１６号土塘

第２節中世

１遺構

Ⅱ区において、隈庄城跡関連の遺構と思われる中世の竪坑1基（12号)、堀切1基（13号)、不明遺柵（１４

号）を検出した。ここでは、これら遺構の櫛造及び出土遺物等について記す。
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第24図１２号竪坑
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伽込みであることから横穴墓の残欠と想定して捌削を進めたが、形状・規模輔に相違点が見出され、堀切で

あることを確認した。北西側は雌により切断され、南東側は調査区盤面となるため及さ3.2ｍ租度しか確偲

できなかった，

〔柄造〕断面形は上端部で幅11.8ｍ、下端部で幅4.5ｍ、深さ約3.8ｍの逆台形を1,1し、中位で急側斜と

なる２段掘り込みとなる。２段月の上端職は6.8ｍ･底部はI”〔方向に緩やかに上傾する。底部北壁際には、

聯96cm、深さ30cmの側溝をｲ『する。埋l:は中位の傾斜変化点より下の6財からしまりの強いｔ鵬となる。

当該遺構の性格については、側溝の存在と底幡が膳いことから堀切状の登城道と思われる。

〔出土遺物等〕ｊｊＭｔ中から坪片やすり鉢、灘片など'''１１遺物が多Iitに出l1した。また、底部北壁際の側

溝の底から銅銭（詳細については後述する｡）を検出した。

３）１４号不明遺栂

〔検出状況〕１４号不明過柵は、Ｈ区'１１央付近の丘陵西縁に位脱する。これまでの遺構と同級、横穴蝋が

想定されたが、屍床部の有無等により別械の遺柵であることを確iigした。リⅧ11は崖により切断された状況と
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1４／１５

８８８
1０

暗褐色土（小磯含む）

暗褐色±（固くしまる。３～4.0ｃｍ大の畷含む）

灰白色十（固くしまる）

暗褐色土（固くしまる〉

黄褐色土十灰白色土（ややしまる）

灰褐色士（固くしまる。5.0ｃｍ大の際含む）

灰褐色土（固くしまる）

1０

１１１１

1２ 1３1３

０

1５

１黒褐色±（表土）

２暗褐色士

３暗褐色士（2層に比べややしまる）

４灰褐色士（固くしまる）

５暗褐色±（固くしまる）

６暗褐色士（固くしまる）

７灰白色士（固くしまる）

８灰褐色土（小砿含む）

０
１
２
３
４
５

９
１
１
１
１
１
１

5ｍ

－２９－

印 一 一

なる。

〔栂造〕形状はﾉi:面による切断及びI淵代Ⅸ外への延び群により1:11然としないが、比鮫的繊やかに斜傾す

る北蛎と雌大幅1.24ｍの帯状平jl1Iniが残存する｡

〔出土遺物等〕剛土中から地陵的多くの坤片を検出した。

第25図１３号堀切



２出士遺物

Ⅱ区の過柵等から‘''11tの遺物を多く検出した。ここでは、それら‘''11t辿物のうち過存状況の良好なものに

ついて褐lliliする（第２６，２７，２８ｌｘl)。なお、褐llill週物の出土地点については、第26ｌｘ'8，第27図２，３，４，５，

６は12号駿坑埋土、第26図１～５，９，第28ｌｘ１２は13号堀切埋上（第28ｌｘ１２は側溝底）のほか、第26図11は４

号、第27脳１１，７は５号、第26図12，第28ｌｘ11は８号、第26ｌｘ１７は11号と横穴墓への２次混入遺物も認められ

る。その他は、表採賀料となる。

第26図１，２は染め付け肌である。１は碁凱底の小Ⅲである。内・外底I力iは無紬。内器面には11縁部と底部

縁に2本の廻線、外器1mには底部近くに1本の廻線と［I縁部近くに梯子状の文様を拙く。２は内傾する高台を

持つ。器雌は薄い。全而に施紬し、内底而にflf花文を描く。

３～５は0‘i磁碗の底部片である。３は端部を斜めに削った,1.5台を持つ。灰青色の発色で、底部までの施軸で

簡台に利l砿れする。内臓1mには底綜近くに幌1ｍｍ程の沈線が巡る。４は,１．６台が低く、やや外1t､した断面逆台

形を呈する。施紬は１１.(i台内まで及ぶ。内底miにfit花文を施す。５はi断台端を平らに幣形する。深緑黄色で、

高台端部まで施紬する。内底面には底縁に沈線を巡らし、その内に草花文を描く，

６～10は土師質土器である。６，７は小坪である。６の口線部は直線的に立ち上がり、器壁は比校的厚い。

底部は糸切り後ややナデ捌整を施す。７は底部を段状に造り出しており、口縁部はやや外反気味に立ち上が

る。底部は糸切り後１．寧なナデ,淵燃を施しており、比較的「寧な作りである。板剛I§痕がやや残る。８～１０

は坪である。８はほぼiIlI:線的に外|明する口織部を持つ。外器而に凹蛎へラ削り疲、底部は糸切り後未調整で

ある。９の'二l縁部はやや外反気味に血ち上がる。器面全面に丁寧なナデルリ盤を施しており、底部も糸切り後

ナデ調整を施す。外底部には幅1.8ｃｍ程の板Ⅱ圧痕が残る。１０は底部片である。底部は糸切り後~｢寧なナデ

捌整を施し、内底面に指砿痕が稲取される。

１１～１４は凡質土器片である。１１は大鉢である。底部に向かって直線的に下がる。器壁は厚い。突帯間に格

子f1文を施す。１２，１３は火舎である。口縁部と突帯の'111にそれぞれ文様を施し、１２は梅花文、１３は菊花文

である。１４も火舎で1iii荷と違い、ルi1部が壷状に開く形態である。蓮子窓状の文様を施す。

第27図１～４は軒丸凡で、巴文を浮彫りにする。１は完形の瓦当部をｲ』し、瓦当縦15.2～15.5ｃｍ、瓦当IOji

2､2ｃｍ、周縁幅2.2～2.4ｃｍを測る。外区には131Mの珠文を配す。瓦当部に対して丸凡はやや鋭角に取り付く。

その接合部には、ヘラケズリ調雛を施す。２～４も同様な造りである。５～８は軒平凡である。凡当部の完形

個体はないが、おおよその文様を復元すると、Ｉ|'央に花弁を配し、外に向かってド巻き、上巻きの2葉を配

する左右対称の均整Mffif文様となる。

第28同1の銅銭は、「紹聖元賀」（初鋳造年1094年）である。径2.4ｃｍ、孔従0.7ｃｍを測る。２は径2.2ｃｍ、

孔幅0.6ｃｍを測る。かなり歪みが生じる。

－３０－
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第Ⅳ章まとめ

第１節城の鼻横穴群

１形態分類及び変遷

当該調盃において、城の鼻横穴群のうち１１壁の横穴熊（1￥～１１号）を検出した。後世の削平を受け全体

構造を把握できる横穴蝋は皆無であったが､残存する玄室構造の比校においてある程度の分煎は可能となる。

玄室の平而形、天井部の形態等から大きく４類（ｌ剛～Ⅳ類）に分航でき、その特徴は以下のとおりとなる。

なお、奥舵床のみ残存する２，１０，１１場横穴墓と玄韮床面が欠柵したと考えられる３号横穴鵠については、

この分類からは除外した。

Ｉ類は、玄室がくびれ状あるいは奥雌に向かい帆を狭めることにより奥尻床をIﾘl確に造り出す平面形を11ｌ

し、寄棟形の天井部をｲiするタイプである。開'二1部は菱側となる，６号横穴蕊が典型例として挙げられるが、

天井部の不明瞭な８，９号横穴墓も当分賊に含まれる。軒先の表現で、明瞭な惟り出しをもつもの（6号）と

屈曲のみのもの（8号）にさらに細分される可能性はある。玄案床而については、興廃床をlﾘl雌に造り出す

意識から左右屍床との段雄があり、辿路を浅く幅広に造り出すことを特徴とする。

Ⅱ類は、玄室の平面形が方形を呈する。Ｉ類同橡、寄棟形の犬jl:部を有するタイプであるが、Ｉ類と述い

平側に開口部を持つ。１路横穴慕がこれに分類される。Ｉ類に比べ奥尻床と左ｲi屍床との段壊は小さく、紬

果的に通路はやや深いものとなる。また、奥屍床の両端を段状に造り出していることも特徴として挙げられ

る。

Ⅲ類は、玄室の平面形が台形を呈し、寄棟形のﾉＵｌ:部を有するタイプである。開口部は災側と思われる。

5号横穴蝋のみがこれに分類される。奥屍床と左打舵床との段竣はほとんど無く、仕切により区分される。

また、前２剛に比べ、通路を深く幅挟に造り出す。奥屍床の両端を股状に造り出す点においては、Ⅲ噸の１

号横穴蕊に噸似する。

Ⅳ類はⅢ航と同様の平面形状を呈するが、粁先がIlMlのみで炎呪されたアーチ形の天井部をｲiするタイプ

である。奥屍床と左右舵床の段差は侍無で、仕切群も形骸化しているものと思われる。４%;、７号横穴蝋が

これに分瑚される。

以上、玄室の平面形と天井部の形態により当該洲従における枇穴墓を分顛した。当該分顛における変避に

ついては川上遺物からの検討はできない状況にあるが、,①奥尻床の隔絶性の消失、②天井形態の形骸化、③

通路機能の低下の３要素からＩ類→Ⅲ航→Ⅳ類への変遥が想定される。なお、Ⅱ類については奥屍床の隔絶

性など初呪的な様相は縄められるものの、玄室のjl41ni形及びllMI-l方向にＩ類との州遮があり別系統の横穴蝋

と判断される。

順を追って見ていくと、まず、奥脆床の隔絶性、寄棟形天井をｲiしたＩ類が、次のⅢ瀬では、寄棟形天ﾊ：

は持続するものの、奥ﾙ床の隔絶性はiWiまり仕切でⅨ面する形態に変化する。迦路も幅狭となり、本来の機

能は低卜し区画満のような様相を呈する。さらに1V餓では、奥舵床の隔絶性は淵失し、奥屍床と左右屍床と

の段差が無く、奥屍床前群の僅かな仕切と満状の迦路で3屍床をⅨ画するといった構造に変化する。この段

階で天井形もアーチ形と形骸化する。Ⅳ顛では、」&本形態の各部位の本来の機能が完全に失われ、単純な棋

倣形態となるものと思われる。

－３３－



２造墓期間

当該調盃における各横穴墓の出Ｉ:遺物については、後世の利用等により中世遺物と混在した形で検出さ

れており、確実に副雑品といえる遺物は、９号横穴墓奥腿床部の出土辿物のみである。９号横穴堆奥屍部の

出土遺物のうち須恵器綴・短頚斑についてはｲi綴壷と思われ、６世紀後半～末頃の所産と考えられる。この

ほか、時期比定のできる遺物としては、７号横穴墓埋土から採取した７ｃ中葉に比定される須恵器坪蓋の小

片がある。この坪蓋片が7号横穴蝋の造墓年代を示す遺物かどうか検討する余地はあるものの、後世に混入

した遺物とは認めがたい。

以上を先述した分顛及び変遷に当てはめると、Ｉ類が６世紀後半～,k噸、Ⅳ類が７世紀中葉の玄室形態と

なる。このことから、城の鼻横穴群における造蕊は、６世紀後半には|州始され、711t紀中葉頃までは存続し

たことが想定される。Ⅱ類についてはＩ類との先後関係に検討の余地があり、造聴開始については遡る可

能性がある。浜戸川流域における他の横穴墓群の調査のjWmIを待ち、検討を加えたい。

３横穴墓出土の巻貝について

当該調従では、５号、８号横穴蕊から大型の巻貝片が出二|:した。風化の度合いが激しく、辿存状況も良く

ないので確定できないが、殻が球状で大きく、殻表には螺助があり、般口は膜いなどの特徴からヤツシロ

カイ科の巻貝と思われる。特に沖縄以南に生息するホロガイに近似する。加工した製品かどうかも現状で

は判然としない。副雑遺物の可能性はあるが、中世遺物に混ざった状態で出土した点と12号懸堀といった

中世遺構の埋土からも出上している点から、後世の混入物の可能性も指摘できる。他甲が多ｌｌｔに確認され

た雁回山北裾地域の横穴蟻群からも報告例がなく、注意を要する遺物である。

第２節隈庄城跡

１登城道

当該調在では、「隈11皇城」関連の確実な遺榊として、ノI:戸跡（12号竪坑）と登城道（13号堀切）を検出し、

城構造の一端を知ることができた。そのうちの荏城道はｌｆ陵西斜而下からの登城道と解され、登城ルート

の検討を加える上でin典な発見といえる。

明治初年に編纂された郡村誌の彼城郡村図「隈庄城」の絵図（第30図）によれば、城の鼻庇陵上を「天

守跡」とし、現在の県道付近に「此辺堀跡」との表記が兄られ、明治初年の段階では現在の県道と丘陵の

lHlに南北逆が敷設されていた状況が看取できる。その道は北側で西に折れ、当i御f陵を廻り込むようなル

ートをとる。今回検出した登城逆については、丘陵裾に向かう北西方向への延びが確認されており、この

ルートに接続する可能性は十分考えられる。しかし「天守跡」と「ゴノ丸跡」のＩＨＩのIlJ6間の「堀跡」から

北上して接続する可能性も考えられ今後の調在が待たれるところである。

調査では道路長約３，分を検出したにとどまるが、現地形から推察すると、丘陵頂部へは中途で南ヘルfIIll，

し、南に回り込むルートが想定される。これもさらなる捌在が必要であろう。

２廃城時期

隈庄城の存続期間については、文献上では概ね南北朝期末頃に築城され、天文年間（1532～55）に戦I1il

－３４－
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期の本格的な櫛えとなり、慶安4年（1651）の畷安の差出』には慨に「占城」との紀紋が児られることか

らそれ以前の廃城となる。このことは、南北柵期,kにはこの地に''１世城が存在し、天文年間に‘''１１t的な構

造を取り込んだ本格的な築城が為されたものと，i､える。

、'1該調査では、南北朝期末の築城と天文年lHlの築城との関述を号察する辿榊及び過物の出上は無かった

が、廃城時期については、土師髄上器、青磁、染め付けⅢなど16c後半に位置づけられる遺物が関述遺構か

ら出土し、それに述統する年代の過物の出tが,泌められなかったことから、少なくとも16c末かそれに近い

11判01に廃城されたものと思われる。廃城にあたっては、１２号暖坑の瓦等の遺物川上状況から怠閃的な投げ

込みが想定され、廃城に際しては、何らかの作為があったものと推察される。

また、熊本県内では、鷹ノ原城跡（玉名郡南側町)、麦島城跡（八代市)、佐倣城跡（芦北郡尚北町）な

ど、瓦の出土や近１１t城と同顛のｲjhiを持つなど近11t城との過渡的な様相を持つ''1近世城が近年のI淵在で明

らかとなっている。さらに、愛膝､'f城跡（Ｌ益城郡御船町)、ｉｌ１内浦城跡（天草M1河浦町）でも凡の出土が

I魁められ、隈唯城跡もこれに瀬する城跡として‘沖価できる。（熊本県立歴史公Nil鞠智城跡・温故､11生館長

大冊幸博氏の御教示による｡）

第29図郡村図記載の隈庄城
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